
地区ガバナー公式訪問 

 

地区ガバナーは任務として各クラブを任期中に訪問することになっています。各クラブ

ごとの通常例会を訪問すべきではありますが、当地区のクラブ数の現況から、本年度の種々

の打ち合わせ等もありますので、8月下旬～9月末までには公式訪問実施をいたします。 
 

地区ガバナーの運営に対する基本姿勢について、公式訪問の主旨に従い親しく会員の皆様

と接し、一層の理解を深め、意思の疎通を図りたく思いますので、次の諸点に留意の上、

お手配ください。 
 

１. 各クラブの現況をよく把握した上で、訪問したいと思いますので、後日配信される公

式訪問回答書にクラブ状況の報告とクラブからの質疑事項をご記入の上、キャビネッ

ト事務局へご提出ください。特に期日厳守をお願いいたします。 

２. 例会振り替えを原則とし、出席人数及び会場略図、公式訪問式次第を訪問日１０日前

までにキャビネット事務局必着にて、担当役員（ホストクラブ）より報告願います。 

３. 公式訪問を有意義にするために、クラブ三役との懇談時間を必ず設けてください。 

４. 当日はガバナーはじめ、構成委員に対する胸章は持参着用のもの以外は不要です。 

５. 公式訪問次第については別紙を参考にしてください。 

 

 

国旗の取り扱い、儀礼・席順などについて 
 

いまだ国旗の取り扱いについて正しいやり方が行われていないことも見受けられます。 
 

 ライオンズクラブでは、国際慣例上、国旗と団体旗の併揚を避けること、団体旗（ク

ラブ旗）は三脚にたてる。 

 やむを得ず併揚するときは、国旗はクラブ旗より大きく、より高く掲げること。 

 国旗は縦長に掲揚せず、横長とすること。 

 儀礼・席順（プロトコール）については、必携等のプロトコールのページをよく参照

してください。ただし、各エリア（リジョン・ゾーン）の慣例慣習もありますので、

そうした場合は慣例に沿っても間違いではありません。 

 

国旗はしわや汚れのないよう気を付けることはいうまでもありません。 

是非、こうした公の場で正しい取り扱いをしていただき、クラブや会員にその取扱いを知

らしめてください。 

 

 



国旗・ライオンズ旗・看板は各会場にて準備願います。 

次第案については、あくまでも参考ですので、各担当でご検討をお願いします。 

（国旗掲揚、ライオンズ旗は三脚での掲揚例） 

ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｄ地区 

ガバナー公 式 訪 問 
       

     

 

 

 

 

 

（国旗とライオンズ旗を併揚する場合の掲揚例） 

ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｄ地区 

ガバナー公 式 訪 問 
       

     

 

公式訪問式次第（案） 

１.   開会の辞・開会ゴング 

２.   国旗に敬礼ならびに国歌斉唱 

３.   物故ライオンに黙祷 

４.   ライオンズヒム斉唱 

５.   ガバナー、前・元ガバナー、 

地区役員紹介 

６.   出席クラブ紹介 

７.   ガバナーへの歓迎の言葉 

８.   ガバナープロフィール紹介 

９.   ＺＣのゾーン現状報告 

 

 

１０. 各クラブ会長現状報告 

１１. ガバナー挨拶 

１２. ガバナーより公式訪問記念品贈呈 

１３. クラブよりガバナーへ記念品贈呈 

１４. 連絡事項（諮問事項回答） 

１５. ライオンズ・ローア 

１６. 閉会の辞・閉会ゴング 

 


